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私のＥＳＤ活動  
米国を中心に海外で ESD 活動を行ってきた。The 2015 KNCU International 

Workcampでは、世界中から集まった青年と平和構築や環境保護について学ぶ 

ＥＳＤ活動を 

表すキーワード 
地域活性化 人権 平和構築 

活動の概要 （特に、取り組みの独創性、革新性、成果について説明してください）  

私がESD活動に目を向ける大きなきっかけとなったのは、サンフランシスコ日系人コミュニティーの中心機関である

Japanese Cultural and Community Center of Northern California (JCCCNC)が提供している奨学金プログラムに参加

したことです。Kase Scholarship Programに参加し、日系文化保護プロジェクトを行いました。このプロジェクトを通し、

現在アメリカに存在する３つの「日本街」を後世に残したいという日系人の強い想いとそれに対する政治的、経済的な

問題点も学ぶことができました。カリフォルニア州在住の日系２世や３世と交流したことで日系人が受けた人種差別

や迫害について当事者の声を直接聞くことができたことも貴重な経験でした。また、次世代のESD実践者でTakahashi 

Youth Ambassador Fellowship Programに参加している現地の高校生に日本語を教え、The JCCCNC 40th 

Anniversary Eventでは彼らと共に$6,000 の寄付を集めることができました。 さらに、日本街を盛り上げるには日本

人と日系人が協力する必要があると強く感じたことから、日本人留学生が多く所属する学生団体Japanese Students 

Association (JSA)で副委員長を勤めました。ボランティア情報をJSA Facebook上で定期的に配信したことで 、日系コ

ミュニティーに対する関心を広めると同時に地域イベントでJSAボランティアの数を増やすことができました。私は

JCCCNCが提供している教育プログラムに参加した初めての日本人でしたが、人権や地域開発の分野に目を向ける

大きなきっかけとなる経験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 ＥＳＤ活動をさらに深めるために、今後どのような活動を展開していこうと考えていますか？ 

ESD 活動において、様々な価値観を受け入れることの大切さや視野を広げることの大切さを世界中の青年と共有し

ていきたいです。The 2014 TOMODACHI Summer SoftBank Leadership Program では、Resident Advisor としてグロー

バルリーダーシップとコミュニティーサービスを学ぶ学生のメンターを任されました。ワシントン DC で行われた The 

2014 National Service Learning Conference では、世界中から集まった青年と世界平和や社会貢献について学び、

個々が持つ経験やスキルをどのように地域活性化に繋げていけるか意見交換をすることができました。第二回 ESD

日本ユース•コンファレンスでは、自身のこれまでの ESD 活動を踏まえながら、平和と人権、そして地域活性化につい

て他の参加者と話し合い、共に考えたいです。変革的なリーダー (Transformative Leader)になるために必要な知識

とスキルを身につけ発揮していくことで、同世代や次世代にESD活動を呼びかける良きメンターとしての役割を担う存

在になりたいです。 

 


